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１．学年目標、ねらい、伸ばしたい力など

⑴ひとつのテーマについて様々な意見を出し合い、お互
いにそれを共有することで、多面的に物事を捉える力
を養う。（Ｂ：理解し・考え・発表する力）

⑵自然豊かな場所を訪れ、そこで現在自然環境が抱えて
いる問題点を学ぶことによって、それを解決する方法
に興味を持つようになる。（Ａ：科学に対する知的好
奇心）

⑶フィールドワークを通して、これから自分が地球の
「生命と環境」のために何ができるのかを考えられる
ようになる。（Ｃ：人や社会のために学習内容を活用
する力、Ｅ：自分の生き方について考える力）

２．活動内容

（前期） 林間学校事前学習、林間学校でのガイドさんか
らの聞き取り

（後期） フィールドワークとまとめ、研究集録の作成と
その発表

３．評価基準と方法

方法
　・林間学校後の作文
　・フィールドワーク等の取り組みや発表
　・研究集録の内容
基準

・自分の意見だけでなく、他の人の意見も取り入れ、
それらを融合させた発表ができる。⑴（Ｂ）

・自然環境が抱えている問題点を明確に把握し、それ
を解決する方法を具体的に発表することができる。
⑵（Ａ）

・調べたことや聞いたことを基に、これからの地球の
「生命と環境」のために自分ができることを表現で
きる。⑶（Ｃ、Ｅ）

４．系統性

・前年度とのつながり
　個人研究が中心であることは前年度と同じであるの
で、その経験を生かしてさらに内容を洗練させる。

・「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」との関わり
　現在地球が抱えている環境問題を学ぶことによっ
て、一人一人がその問題を直視し、お互いに協力して
取り組んでいく必要があることを学ぶ。

５．授業計画

生命と環境Ⅰ
～未来のために出来ること～

第２節　中学２年生

【キーワード】　生命と環境　生物多様性　フィールドワーク　野外観察

【抄録】　中学二年生総合人間科では、「生命と環境」というテーマのもとに個人研究とフィールドワークを中心とし
た活動を行ってきた。本年度は「未来のために出来ること」をサブテーマに、学習活動を設定した。特に、COP10

（生物多様性条約第10回締約国会議）が名古屋市で開催されるなど、生徒への環境に対する学習状況が盛り上がる中
での取り組みであり、全般に積極的な学習姿勢で臨むことができた。

（前期）
回 　日 授業内容（予定） 使用教室
１ ４月14日 オリエンテーション 図書館
２ ４月15日 林間学校事前学習 第１総合
３ ５月27日 ブレーンストーミング・ＰＣルームの使い方 第１総合・ＰＣ

４ ６月10日 個人研究テーマ決定 図書・ＰＣ
各教室

５ ７月１日 フィールドワーク先候補決定 図書・ＰＣ
各教室
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６．個人テーマとフィールドワーク先

６ ９月９日 フィールドワーク先との交渉 図書・ＰＣ
各教室

７ ９月30日 フィールドワーク先との交渉 図書・ＰＣ
各教室

８ 10月21日 フィールドワーク依頼状・質問状発送 各教室

９ 11月４日 フィールドワーク準備 図書・ＰＣ
各教室

10 11月11日 フィールドワーク
11 11月25日 お礼状書き・研究集録原稿下書き 各教室
12 １月13日 研究集録原稿完成 各教室
13 ２月10日 まとめのワーク① 第１総合
14 ３月３日 まとめのワーク② 第１総合
15 ３月10日 研究集録配布・小論文作成 各教室

個人テーマ フィールドワーク先
愛知の農業 愛知県農業総合試験場
人間が自然におよぼす影響
－そこからはじまるエコとは？？ 愛知県庁環境部大気環境課地球温暖化室

愛知の農業 愛知県農業総合試験場
環境面から米・水田の未来を考える
～水田から発生する温暖化ガス（メタン）について～ 名古屋大学大学院生命農学研究科

ミツバチが危ない 名古屋大学大学院生命農学研究科
生命の大切さ 名古屋大学大学院生命農学研究科森林保護学
下水道の話 下水道科学館
酸性雨～影響と対策～ 名古屋市環境局環境科学研究所大気騒音部
ザ・干潟の環境 藤前活動センター
動物たちの今-地球温暖化の関係- 東山動物園
絶滅危惧種　現状と対策 名古屋大学大学院生命農学研究科
命の大切さ・重さについて 名古屋南部法律事務所少年事件・刑事件
動物の助け合い生活 名城大学農学部生物環境科学科環境動物研究科
動物の心理 東山動物園
日本の川の外来種問題 名古屋市水辺研究会
野生動物の減少 名城大学農学部生物環境科学科環境動物研究科
ＣＯＰ10と生物多様性 名古屋大学大学院生命農学研究科
誰にでもおこりうる認知症 名古屋大学医学部附属病院薬剤部
山崎川の様子 山崎川グリーンマップ
飢餓　世界の実態と取り組み 日本国際飢餓対策機構愛知事務所
音楽心理学 名古屋音楽大学大音部
アニマルセラピー ペットショップベストフレンド
木曽三川と水生外来生物 木曽川上流河川事務所本部
色の正体 名古屋大学大学院環境学研究科
絶滅から生物を救えっ !!! 名城大学理工学部環境創造学科
大気汚染の真実を大調査 名古屋市環境科学研究所大気騒音部
発電と環境 中部国際空港エネルギー配給株式会社
エコストア～自然との共存～ イオン千種ショッピングセンター
消えるミツバチ 名古屋大学大学院生命農学研究科
発電について でんきの科学館
人工海岸と自然海岸の生き物と環境 愛知県水産試験場
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はじめよう！ Eco-life 愛知県地球温暖化防止活動推進センター
Animal' schildcare 東山動物園
水と環境 名古屋市環境局環境科学研究所水質部
HATSUDEN でんきの科学館
未来につながる新エネルギー あいち臨空新エネルギー実証研究エリア
ミツバチの大量死と失踪 名古屋大学大学院生命農学研究科
干潟の機能 愛知県水産試験場

地震について 名古屋大学大学院環境学研究科附属地震
火山・防災研究センター

バイオテクノロジー 名古屋大学エコトピア科学研究所環境
システム研究部門

鳥類の絶滅危惧種 愛知県庁環境部自然課
絶滅危惧種を守る方法 愛知県庁環境部自然課
名古屋市の地球温暖化対策とは？ 名古屋市環境局環境都市推進課地球温暖化対策企画室
工場から出る有害物質とそれを減らすための取り組み 愛知県庁環境部大気環境課地球温暖化対策室
異常気象って何だろう？ 名古屋地方気象台観測予報課
WhatisDioxin? 愛知県環境調査センター
MyProject　絶滅危惧種・哺乳類 愛知県庁環境部自然課
どこまでもつづく…宇宙の謎 名古屋大学大学院理学研究科
地球温暖化とそれによる「生物」への影響 名古屋地方気象台観測予報課
生命に影響するダイオキシンとは？ 愛知県環境調査センター
森林破壊が進むと… 名古屋大学大学院生命農学研究科

ヘリコプターの環境保全 中日本航空株式会社航空事業本部
ヘリコプター運航部乗員４課

クローン技術 名古屋大学生物機能開発利用研究センター
注目!!環境に良いソーラー発電 パナソニックリビングショールーム
子どもへの脳科学とは？ 名古屋国際医学技術専門学校
比較心理学 名古屋大学大学院情報科学研究科
バイオマスのこれから!! 瀬戸製土株式会社
えっと…まあ、その…企業の環境保全？ デンソー安全環境推進部
低公害バス トヨタ自動車株式会社名古屋オフィス
絶滅とその後 愛知県庁環境部自然課
自然保護～未来のために～ 名古屋大学大学院生命農学研究科森林保護学
臨床心理学てみる自己中 名古屋大学大学院教育発達科学研究科
世界の発展途上国の子どもたちinアフガニスタン SaveAfganChildren
クローン技術と未来 名古屋大学生物機能開発利用研究センター
人間から環境へ～過去・現在・未来～ 名古屋大学大学院環境学研究科
産婦人科の医療崩壊を防げ 名古屋第一赤十字病院産婦人科
異常気象による世界と日本の被害 名古屋地方気象台観測予報課
温暖化と酸性雨によって生物の受ける被害と対策 名古屋大学大学院生命農学研究科
滅びゆく生命 名古屋大学大学院環境学研究科／のんほいパーク
ナショナルトラスト運動 愛岐トンネル群保存再生委員会
発電の仕組み でんきの科学館
動物愛護～共に生きる仲間たちへ～ 名古屋市動物愛護センター
FreightTrain 東海旅客鉄道株式会社東海支社総務課

チンパンジーの楽しい京大生活 名古屋大学大学院情報科学研究科／
京都大学霊長類研究所

BIOTOP　自然復元とビオトープ 名城大学理工学研究科環境創造学専攻

地震と私たち 名古屋大学大学院環境学研究科附属
地震火山・防災研究センター
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環境局職員の本音とごみ問題の現状
～世界と比較した名古屋市のごみ問題についての対応～ 名古屋市環境局施設部工場科計画係

熱帯雨林と雲霧林「双方の現実と未来」 名古屋大学大学院生命農学研究科

７．成果と課題

⑴生徒の自己評価
　事前調査　５月27日実施
　事後調査　３月10日実施

項目１　生物多様性の意味を知っている。
　　　　５、とてもそう思う　　 事前 ６％ 事後 12％
　　　　４、そう思う　　　　　 事前 25％ 事後 51％
　　　　３、どちらでもない　　 事前 23％ 事後 13％
　　　　２、あまりそう思わない 事前 29％ 事後 18％
　　　　１、そう思わない　　　 事前 19％ 事後 １％

　事前調査では、生物多様性条約締結会議（ＣＯＰ10）
が名古屋で開催されるとはいえ、生徒の認知度は低かっ
た。恐らく、一般の中学生でも事前調査の結果と似通っ
た数値を出しているに違いない。事後調査において、

「とてもそう思うが」２倍に増加し、63％の生徒が認知
している数字が出た。これも事前調査の２倍近い数値で
あり、総合人間科の学習効果が大幅にみられる。

項目２　外来種が生態系に及ぼす影響について知ってい
る。

　　　　５、とてもそう思う　　 事前 16％ 事後 44％
　　　　４、そう思う　　　　　 事前 64％ 事後 45％
　　　　３、どちらでもない　　 事前 13％ 事後 ８％
　　　　２、あまりそう思わない 事前 ４％ 事後 ３％
　　　　１、そう思わない　　　 事前 ３％ 事後 ０％

　生態系に関する質問事項であるが、「とてもそう思う」
が44％と事前調査の３倍近くの数値が事後調査で出た。
総合人間科を学習する中での認識度がUPしたと推測で
きる。

項目３　地球温暖化が生態系に及ぼす影響について知っ
ている。

　　　　５、とてもそう思う　　 事前 20％ 事後 35％
　　　　４、そう思う　　　　　 事前 65％ 事後 53％
　　　　３、どちらでもない　　 事前 ９％ 事後 ８％
　　　　２、あまりそう思わない 事前 ５％ 事後 ４％
　　　　１、そう思わない　　　 事前 １％ 事後 ０％

　地球温暖化にかんする質問項目であるが、これは事前
調査と事後調査の結果はあまり変化がなく、生徒にとっ
て既知の事項であると思われる。事前・事後調査とも、

全体的に理解している数値が85％以上と高く、メディア
などを通じた一般的な情報が広く行き渡っているためで
あろう。

項目４　遺伝子組み換え植物が生態系に及ぼす影響につ
いて知っている。

　　　　５、とてもそう思う　　 事前 １％ 事後 ２％
　　　　４、そう思う　　　　　 事前 19％ 事後 29％
　　　　３、どちらでもない　　 事前 39％ 事後 27％
　　　　２、あまりそう思わない 事前 27％ 事後 38％
　　　　１、そう思わない　　　 事前 14％ 事後 ４％

　遺伝子組み換えに関する質問項目であるが、事前・事
後調査でもあまり認知度が高くない数値となっている。
事後調査で、わずかに「そう思う」が10％近く高いだけ
で、「あまりそうは思わない」が11％も増加している点
から、学習が進むうちに、中学生にとっては難しい内容
の項目であると考えたのであろう。

項目５　ハイブリットカーのメリットとデメリットを
知っている。

　　　　５、とてもそう思う　　 事前 13％ 事後 16％
　　　　４、そう思う　　　　　 事前 38％ 事後 35％
　　　　３、どちらでもない　　 事前 26％ 事後 21％
　　　　２、あまりそう思わない 事前 19％ 事後 23％
　　　　１、そう思わない　　　 事前 ４％ 事後 ５％

　ハイブリットカーに関する項目では、事後・事前調査
でもあまり変化は見られなかった。恐らく、この項目は
一部の生徒の認知度が高いだけで、全体としての興味関
心が高まっていないものと考えられる。

⑵生徒の感想（振り返りのプリントからの抜粋）

イ、総合人間科の取り組みの中で最も印象に残ってい
る取り組みは何ですか。

　「最も印象に残っているのはフィールドワーク
全般です。今回、僕は「水田からメタンが発生し
ている」という問題点を知り、驚きました。今ま
で水田とは環境に良い物で、環境に悪影響を与え
ているなど、全く思っていなかったからです」

（男子）
　「マインドマップ：最初は「生命と環境」が
テーマと聞いて「そんなにキーワードが出るか
な」と思ったけど、やってみたら意外にたくさん
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出たので驚いた。環境から生命に繋がっていくの
も多くて「汚染」や「地球温暖化」関係が多く
て、その日から環境についてよく考えるように
なったから」（女子）
　「私がもっとも印象に残っているのは林間学校
です。なぜなら、名古屋では見ることができない
大自然を見れたからです。今回のテーマの「生命
と環境」の両方を自分で確かめることができたの
は、とてもうれしかったです。やはり、実際に見
てみて分かることはたくさんあると思いました」

（女子）
　最も印象に残っている取り組みとしては、上記の３
点に分けることができる。一番多いのは、やはり
フィールドワークに関するもので、その準備段階か
ら、現場の声を聞くまで、多様な経験を取り上げてい
るものが目立つ。次が導入として行った「マインド
マップ」で、キーワードの繋がりから、自分のテーマ
との関連づけやテーマの深化に役立ったようである。
３点目は、林間学校に関するものであるが、机上の作
業に比べて、自然の中で環境について触れることがで
きたことが印象に残ったようである。

ロ、総合人間科を振り返って、反省点と今後の課題は
何ですか。
　「フィールドワーク発表内容をより深く調べる。
今回、野生動物の減少について調べたが、確かな
データを調べて発表することが出来なかった。今後
は、いろんなデータを比較して、その原因を調べ
て、皆が納得いくような発表をしたい」（女子）
　「アポをとるのが少し遅く、あまり時間がなかっ
たので、来年以降は早めにアポ取りを始めて、余裕
を持ってフィールドワーク先を決めるのが反省点で
あり、今後の課題だと思います」（男子）「事前学習
があまり深くまで調べられず、フィールドワークの
時に相手の方の言っていることが分からなかった。
今後は、もっと事前学習を深くまで調べることに気
をつけたい」（男子）

　反省点として、代表的なものを上に記しておいた。発
表会での反省、フィールドワークの反省。事前学習の反
省、総じてうまくいかなかった点をあげているものが多
かったが、中には次のようなものもあった。

　「前回よりは、質問もしっかりできて、メモもた
くさん取れましたが、やはり、まだぎこちない部分
があったと思うので、次回こそはしっかり質問をし
て、その回答に対しても疑問点が持てるくらい落ち
着きたいと思います。また、今回聞いた話は温暖化
対策にもなることが含まれていると思うので実践し
たいと思います。」（男子）

　漠然とした反省ではなく、実に的確に自分の状況を把

握していることが伺える。中学１年生での反省をうまく
生かしていると思われる。

ハ、総合人間科を通して「生命と環境」について、考
えたことをまとめてみよう。
　　「「生命と環境」。私たちの生活で最も密接に関
わっているものでありながら、総人で研究するまで
は何も知らなかった。林間で大自然に触れたとき、
この自然があるから私たちは生きてゆけるのだと身
を以て感じた。と同時に、この豊かな自然を守る義
務があることも学んだ。ただでさえ、今まで自分勝
手な理由から自然を奪い、生態系をくずしてきたの
だから、これからは今ある自然はそのままでなけれ
ばならない。自分たちの行動がいかに自然に影響を
与えるのかを知り、そして、一つ一つに責任を持っ
て生活することが私たちには必要だと思う。フィー
ルドワークでは、今の日本とは無縁である飢餓につ
いて学んだ。異常気象による食糧不足、戦争などに
よる心の飢餓など、私の知らないことばかりだっ
た。ニュースで報道されるのは一時だけで、世間の
話題からはずれれば、その問題が未解決のままで
あっても報道されなくなってしまう。すると私たち
もその問題があったことを忘れ、真実を知ることが
出来ないままになってしまう。これではいつまで
たっても飢餓は解決されない。だから、ニュースの
情報に惑わされず、本当の現状を知り、今の私たち
は何をすべきなのかを考えることが重要だと思う。
更に、今自分たちが置かれている状況がどれ程幸せ
なのか、皆に再確認してもらいたいと思う。一日に
三食、きちんと食事を摂れることのありがたさを
知ったら、安易に残すなど言えないはず。皆がこの
気持ちを持っていれば、飢餓はだんだん解消してい
くと思う。林間で学んだこと、フィールドワークで
学んだこと、この両方とも、元を突きつめれば原因
は私たち人間にある。生態系を壊すのも、飢餓を引
き起こす異常気象も戦争も全て、「自分さえ良けれ
ばよい」という身勝手な行動から起きていると思
う。この人間の愚かな行動を忘れず、これから先、
私たちができることを考えていくことが課題だと思
う」（女子）

　３月の東北大震災直前の３月10日に行った振り返りで
あったが、現実に起こった数々の衝撃的な災害を考える
とき、この生徒の主張している人間の身勝手さを思い知
ることとなった。今、正にこの生徒から突きつけられた
課題に私たち大人を含めた人間が応えて行かなければな
らないのである。この点に、総合人間科の原点がある。
 （文責：中野和之）




